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一般社団法人日本デフ陸上競技協会 

事業計画基本方針 

 

2022年５月にブラジルにて開催予定である第24回夏季デフリンピック競技大会、翌年の2023年３

月にポーランドにて開催される第２回世界デフ室内陸上競技選手権大会に向けて、選手が思う存分

競技に打ち込めるような環境の構築に努めていきます。去る2021年８月に開催された東京オリンピ

ック・パラリンピックにより障がい者陸上に対する理解が急速に進み、他の障がい者陸上競技団体

と連絡する機会が増え、2022年３月末にはオール陸上による駒沢オリンピック公園で開催される競

技会の共催を実現させることができました。この流れに乗って2024年に台湾で開催予定の第５回世

界デフ陸上競技選手権大会でのメダル獲得数、入賞者数の増加並びに、2025年の夏季デフリンピッ

ク競技大会の日本開催を見据えたデフ陸上の啓発・普及・強化・発掘事業に取り組んでいくことが

重要であると考えます。また、トップ選手の育成、強化活動のみならず、聴覚障がい者が地域の身

近なところで健康保持増進、体力作りのために陸上競技を気楽に楽しめるような環境の整備を進め

ていくことも当協会の役割であると考えます。令和4年度も下記の基本方針を定めて、引き続き中

央競技団体である日本陸上競技連盟や他の障がい者陸上競技団体との連携強化を進めるとともに、

新たな事業の企画を含めた一層充実した事業計画を策定し、デフ陸上の振興を推進していきます。

脅威の感染症から選手の安全を守れるように、万全な対策を施しながら事業を実施していきます。 

 

１基本方針 

（１）障がい者スポーツ（デフ陸上）の地域振興の推進をします。 

（２）国際大会・国内大会での競技環境の整備・理解啓発事業を推進します。 

（３）競技力向上に向けて選手及び役員を支援します。 

（４）パートナーシップ協定などに向けて企業・団体等と新たな連携を推進します。 

（５）協会の運営体制の充実そして組織体制を強化します。 

 

 

重点事業 

（１）障がい者スポーツ（デフ陸上）の地域振興の推進 

 聴覚障がい者がより身近なところでストレスなく練習や競技に打ち込める環境を整備するため、

選手が拠点においている区市町村や地域スポーツクラブ、施設等と協働事業を実施していきます。

今後、より一層地域での練習や競技の環境を推進するように、当協会と地域センターが一体となっ

て継続的に進めるとともに、協働実施した事業の地域での定着化を進めます。また、地域の競技場

または体育館の利用を促進するためのマニュアルを活用し、身近な地域の体育施設の利用促進のた

めの環境整備を進めます。味の素のナショナルトレーニングセンターの利用許可については引き続

き日本陸上競技連盟との連携強化に向けて取り組んでいきます。 

 

（２）国際大会・国内大会での競技環境の整備・理解啓発事業の推進 

 デフリンピック競技大会にて良い成績を収めることがデフ陸上を広く社会に認知できる近道と

考えています。そのためには、選手達がデフリンピック競技大会の他、国際大会で良きパフォーマ

ンスを発揮できるような環境整備を行い、且つ円滑な組織運営が図れるように努めていきます。デ



フスポーツ全般においての知名度の向上につなげるためにも、2021年に開催された東京オリンピッ

ク・パラリンピックの流れに乗り、当協会はデフ陸上の知名度向上・地域の理解促進を図っていき

ます。そのため、日本代表選考競技会を兼ねた日本デフ陸上競技選手権大会やジュニア陸上教室、

強化合宿などを地方開催することで、デフ陸上やデフリンピック競技大会を啓発促進していきま

す。また、様々な情報を発信するポータルサイト（ＳＮＳなど）をはじめ、幅広く情報を提供する

などして、少しでも多くの方にデフ陸上の魅力を伝えていきながら活動していきます。 

 

（３）競技力の向上 

 デフ陸上選手がデフリンピック競技大会などの国際大会で活躍することが社会における知名度

向上につながると考えていますので、引き続き令和４年度も選手の発掘・育成・強化に力を注いで

いきます。また、デフ陸上の統括団体として、主催する日本デフ陸上競技選手権大会の運営、強化

合宿や練習会等を積極的に企画、実施していきます。優秀な指導者を配置できるように関係機関な

どと連携し、コーチ育成強化事業にも取り組みます。例年、課題として残るのは専任コーチの確保

及び設置についてです。令和３年度も課題として残ったため、引き続き各ブロックに専任コーチを

設置できるように努めなければなりません。陸上界において高い評価を得ていて、且つデフ陸上の

知名度向上に長きにわたって貢献していただけるような人材を見つけ、顧問及びコーチに重任して

いただくことが重要であると考えます。また、2019年度から取り組んでいるＪＡＡＦ公認コーチの

育成のためにも、組織内部において資格取得支援を行うなどして優秀なコーチを育成し公認資格を

積極的に取得してもらう事で、競技力向上に繋げていく所存です。 

 

（４）企業・団体等と障害者スポーツとの新たな連携への支援 

助成事業の活動の一環で企業やスポーツ関係団体と連携を取る形で実施するような内容を取り

入れるなどして障がい者スポーツとしての支援をしていただけるように新たな関係を構築できる

ように活動していきます。それを５月に控えている第24回夏季デフリンピック競技大会、2023年に

ポーランドにて予定している第２回世界デフ室内陸上競技選手権大会、2024年の第５回世界デフ陸

上競技選手権大会に向けた強化活動や当協会運営のための支援獲得に繋げていきます。さらに、

2025年の日本でのデフリンピック競技大会の応援をいただけるように、関係機関・企業・ 団体等

からの障がい者スポーツへの支援や連携について相談に応じるとともに、情報の提供、企画提案、

実施支援を行い、デフスポーツの振興を推進します。 

 

（５）協会の執行体制の強化 

事業規模が拡大する中で、確実に事業を推進していくためには、執行機関としての組織、人員配

置及び事務所などの運営体制を適切に整備し、協会事務局の体制を強化します。令和３年度では外

部理事を３名迎えることができ、当協会顧問に今井絵理子氏に就任いただくことができました。引

き続き、令和４年度も常務的に事務所に常勤する経理的な人員配置に努めるとともに、同じ役員が

いくつもの肩書きを担うことがないように人材の確保、人材育成などにも力を注ぎ、運営がスムー

ズに行くように分掌していきます。 

 

 

 

 

 



令和４年度一般社団法人日本デフ陸上競技協会 事業計画 

【強化合宿の開催】 

2022年度はそれぞれ選手の競技力向上を目的とし、関係者と連携のもと合宿及び練習会等の事業を実施します。 

事業名 日程 対象 場所 

第１回合同強化合宿 ４月12日～16日 
第24回夏季デフリンピック 

日本代表選手 
神奈川県藤沢市 

第２回合同強化合宿 ７月21日～24日 当協会強化指定選手 愛媛県 

第１回フィールド強化合宿 ８月１日～８月５日 当協会強化指定選手 長野県上水内郡 

第３回合同強化合宿 ８月９日-14日 当協会強化指定選手 北海道千歳市 

第２回フィールド強化合宿 10月７日～10日 当協会強化指定選手 未定 

第１回長距離強化合宿 11月３日～６日 当協会強化指定選手 千葉県富津市 

第１回トラック強化合宿 11月11日～13日 当協会強化指定選手 未定 

第３回フィールド強化合宿 11月11日～13日 当協会強化指定選手 未定 

第４回合同強化合宿 11月18日～27日 当協会強化指定選手 鹿児島市曽於郡 

第２回トラック強化合宿 12月９日～11日 当協会強化指定選手 未定 

第５回合同強化合宿 12月23日～27日 当協会強化指定選手 埼玉県上尾市 

第３回トラック強化合宿 １月20日～22日 当協会強化指定選手 未定 

第６回合同強化合宿 ２月24日～３月６日 当協会強化指定選手 沖縄県沖縄市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【全国聾学校小中学生育成・普及事業】 

今年度は公益財団法人山田昇記念財団から委託を受け実施する。小中学生（次世代）の育成と普及に努める。 

事業名 日程 対象 場所 

第１回デフジュニア陸上教室 ５月又は６月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

第２回デフジュニア陸上教室 ８月又は９月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

第３回デフジュニア陸上教室 10月又は11月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

第４回デフジュニア陸上教室 12月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

第５回デフジュニア陸上教室 １月又は２月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

第６回デフジュニア陸上教室 ３月 地域の学校及び聾学校に在籍している聴覚障がい者（児） 未定 

※日程は公益財団法人山田昇記念財団と相談の上、決定します。 

 

【国際大会派遣】 

事業名 日程 対象 場所 

第24回夏季デフリンピック大会 

日本代表選手 派遣 

５月１日～15日 

派遣期間 

４月28日〜５月18日 

(予定) 

全選手 

関係者 

ブラジル 

カシス・ド・スル市 

第２回世界デフ室内陸上競技大会 ３月22日～25日 
代表選手 

関係者 
ポーランド トルン 

 

【第19回日本デフ陸上競技選手権大会】 

事業名 日程 対象 場所 

第19回日本デフ陸上競技選手権大会 
10月１日（土）～ 

２日（日） 

登録者 

一般選手 

駒沢オリンピック 

公園陸上競技場 

リレーフェスティバル 10月２日（日） リレーメンバー 国立競技場 

 

【2022年度ジャパンパラ陸上競技大会 派遣】 

事業名 日程 対象 場所 

2022年度ジャパンパラ陸上競技大会  ５月14日（土）～15日(日) 登録者 京都府京都市 

 

【第106回日本陸上競技選手権大会】 

事業名 日程 対象 場所 

第106回日本陸上競技選手権大会 ６月12日(日) 登録者 

大阪 

ヤンマースタジアム 

長居 

 

 



 

 

【第56回全国ろうあ者体育大会】 

事業名 日程 対象 場所 

第56回全国ろうあ者体育大会 ９月15日～18日 
全日本ろうあ連盟 

登録者のみ 
北海道札幌市 

 

【活動の場及び人材（選手）の発掘（普及）事業】 

選手の発掘及びその後の継続的な活動へのきっかけ作りを目的として、関係団体・機関と協働で、選手の養成事業を

実施します。 

事業名 日程 対象大会 場所 

選手の発掘事業 ７月８日～９日 関東聾学校陸上競技大会 三ッ沢 

選手発掘 及び 大会視察 ６月９日～12日 第106回日本陸上競技選手権大会 大阪府長居 

選手発掘 及び 大会視察 ８月３日～７日 全国高等学校総合体育大会 徳島県 

選手の発掘事業 10月８日～９日 全国聾学校陸上競技大会 山形県 

選手発掘 及び 大会視察 10月１日～11日 第77回国民体育大会 栃木県 

選手の発掘事業 10月29日～31日 第22回全国障害者スポーツ大会 栃木県 

 

【競技支援・普及活動事業】 

選手が大会に出場する際にスタートランプの貸出希望があれば、対応可能な限り当協会より支援スタッフの派遣を

します。また、全国規模の大会やイベントなどでニシ・スポーツと共にブースを設けて、スタートランプの体験等の

普及活動も行います。 

事業名 日程 対象大会 場所 

大会支援事業 ５月14日～15日 第64回東日本実業団陸上競技選手権 山形県 

大会支援事業 ５月19日～22日 関東学生陸上競技選手権大会 東京都 

大会支援事業 ７月８日～９日 関東聾学校陸上競技大会 三ッ沢 

大会支援事業 ９月15日～18日 全国ろうあ者体育大会 北海道 

大会支援事業 10月８日～９日 全国聾学校陸上競技大会 山形県 

大会支援事業 ９月29日～30日 九州聾学校陸上競技選手権大会 沖縄 

大会支援事業 10月29日～31日 全国障害者スポーツ大会 栃木県 

※その他の競技大会についてはレンタル料、スタッフ派遣にかかる旅費の自己負担が発生。協会にご相談ください。 

 

【強化指定選手 メディカルチェック事業】  

事業名 日程 対象 場所 

メディカルチェック 通年 2022年度強化指定選手全員 各地 

 



 

 

【ガバナンス・コンプライアンス教育事業】  

事業名 日程 対象 場所 

ガバナンス・コンプライアンス講習会 随時 登録者及び理事・スタッフなど 各地 

 

【ＩＦの理事及び委員などの会議参加に関する派遣】 

当協会の上部団体に該当する国際理事及び委員などの派遣の支援を行います。 

 

 

Ⅵ 諸会議 

 (目的)：選手の強化事業・協会運営を円滑に執行するために以下の諸会議を開催します。 

１． 総会の開催 

 開催；６月 １９日（日） 

２． 理事会の開催 

 開催；４月・３月及びその他の月 

３． 常任理事会の開催 

 諸課題を整理し、協議します。 

 開催；原則月１回 

４． 顧問会議 

 顧問に会務を報告し、意見を仰ぎます。 

５． 各種委員会・部会の設置 

 事業や規程、会員の拡大等、協会の抱える多方面にわたる諸課題について検討していきます。 

６． 事業推進委員会の開催 

 協会の諸課題を解決し、円滑な業務の執行を図ります。 

 開催；毎月１回 

７． 財務委員会の開催 

 予算案・決算報告書の作成にあたって円滑に運営ができることを目的とする。 

８． 国際大会派遣委員会・選考委員会の開催 

 国際大会の都度、派遣方針を定める会、選考委員会を選考会前後に行い公平な選手選考を図ります。 

９. ＪＰＣ事業報告書及び会計処理委員会（随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

強化会議 事業計画書  

事業名 日程 対象 場所 

第１回強化会議 ４月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第２回強化会議 ５月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第３回強化会議 第1回定期総会 ６月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第４回強化会議 ７月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第５回強化会議 ８月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第６回強化会議 ９月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第７回強化会議 10月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第８回強化会議 11月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第９回強化会議 12月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第10回強化会議 １月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第11回強化会議 ２月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

第12回強化会議 ３月 強化事業に関わっている強化スタッフ 横浜 

 

 


